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第49期第１回常任幹事会 報告 

日時 2019年４月25日(木)13：30～ 

会場 東京労働会館５階地評会議室 

出欠：須田、白滝、石村、芝宮、椎橋、西川、寺川、相川、窪田、阿久津、西坂、小形、

深沢、西銘、加藤(都生)、佐藤、杉山、佐々木、田村、佐田、酒井、加藤(年金)、坂本、 

名越、菅谷、吉野、岡本、森松、前沢   16/29（下線欠席）議長：相川次長 

※東京土建の木村さんは任務変更のため、田村彰宏さんに変更になりました。 

13：30～14：00 東京民医連「手遅れ死亡事例」報告 資料：１～14 

14：00～16：00 第１回常幹 

 

1、自己紹介 

省略 

2、報告 

※以下の報告を受け、確認しました。 

１、活動報告 

３月 

１６日(土)10：00～ 新日本スポーツ連盟東京連盟第51回総会 

     13：00～ 府中社保協総会 

２０日(水)12：15～ 定例国会行動 

     15：00～ 健友会中野共立診療所学習会 

２１日(木)     道府県知事選挙告示日 

２４日(日)10：30～ 東京社保協第49回総会 

          政令指定都市市長選挙告示日 

２５日(月)10：00～ 東京民医連退職者の会総会 

12：00～ 25日宣伝行動 

２６日(火)18：30～ 江東社保協総会 

２８日(木)18：30～ 台東社保協総会 

２９日(金)     道府県議、政令指定都市議員選挙告示日 

４月 

 ３日(水)12：15～ 定例国会行動 

 ７日(日)     いっせい地方選挙前半戦投開票日 

１４日(日)     区市長・議員選挙告示日 

１６日(火)     町村長・議員選挙告示日 
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１７日(水)12：15～ 定例国会行動 

２１日(日)     いっせい地方選挙後半戦投開票日 

２３日(火)13：30～ 生存権裁判を支える東京連絡会第５回幹事会 

２５日(木)13：30～ 東京社保協第49期第１回常任幹事会 

 

２、中央社保協、地域社保協の取り組み 

（１）中央社保協   

４月３日(水)13：30～ 中央社保協第８回運営委員会 資料：15～24 

（２）加盟団体・友諠団体の総会・学習会など  

①３月16日(土)10：00～ 新日本スポーツ連盟東京連盟第51回総会…メッセージ 

②３月16日(土)13：00～ 府中社保協総会・学習会…相川 

③３月20日(水)15：00～ 健友会中野共立診療所学習会…相川 

④３月25日(月)10：00～ 東京民医連退職者の会総会…相川 

⑤３月26日(火)18：30～ 江東社保協総会…相川 

⑥３月28日(木)18：30～ 台東社保協総会・学習会…相川 

 

３、共闘団体報告      

（１）介護をよくする東京の会第１回事務局会議   

①事務局会議 3月20日(水)10：00～  資料：25 

②３月３日(日)の2019介護交流集会・総会の振り返りを行った。（参加者32人） 

③「4の日」宣伝の参加組織を確認 

④次回事務局会議 4月26日(金)15：00～自治労連会議室 

（２）消費税廃止東京各界連絡会   

①事務局団体会議 4月4日(木) 13：45～  資料：26～28 

②大塚宣伝行動12：00～ ５団体９人、署名５筆 

③3月25日のキャラバン宣伝行動の振り返りを行った。 

3駅頭、70人参加、署名169筆、ティッシュ1000個、弁士14人 

6月7日（金）に第3弾キャラバン宣伝を 足立・北千住、北・赤羽、板橋・大山予定 

④消費税中止ネットワーク全国集会 5月24日（金）13：00～ 日比谷野音 

⑤次回事務局会議 5月14日(火)10：00～  東京自治労連会議室 

大塚駅宣伝行動は5月14日(火)12：00～12：45 巣鴨駅（４の日宣伝に合流） 

（３）都民連第４回世話人会    

①世話人会 ４月５日(金)13：30～  資料：29～34 

②特別報告「第１回定例会の振り返り・総括」 講師：曽根はじめ共産党都議団長 
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③都議会第２回定例会の予定 

  開会   ６月４日(火) 

  代表質問 ６月11日(火) 

  一般質問 ６月12日(水) 

  閉会   ６月19日(水) 

④都議会第３回定例会の予定 

  開会   ９月３日(火) 

  代表質問 ９月９日(月) 

  一般質問 ９月10日(火) 

  閉会   ９月18日(水) 

⑤次回世話人会 ６月24日(月)or28日(金) 

(４)生存権裁判を支える東京連絡会  

①裁判期日 

 第３回 ５月15日(水)14：30～ 東京地裁103号法廷  資料：35 

 第４回 ９月４日(水)14：30～ 東京地裁103号法廷 

 第５回 11月６日(水)11：30～ 東京地裁103号法廷 

②第３回期日の行動 

日時 ５月15日(水)13：30～ 

場所 東京地裁前 

内容 13：30～14：00 地裁前宣伝行動・入廷行進 

   14：30～15：30 第３回口頭弁論 

   15：30～16：00 移動 

   16：00～17：00 報告集会  会場：衆議院第２議員会館第７会議室 

③地裁裁判長宛て要請署名 

  個人：5,908筆  団体：70筆 

 ※８月に地裁要請行動・署名提出行動を行います。 

 ※引き続き署名集約を強めます。    

④次回第６回幹事会 ６月14日(金)14：30～ 労働会館５階会議室  

(５)オリパラ都民の会第 57回運営委員会   

①３月22日(金)13：30～ 東京労働会館６階応接室  資料：36～37 

②７月27日(土)に大会1年前時点のシンポを開催 

③競技場視察バスツアーを実施 

  5月25日(土)、6月1日(土)、6月8日(土)のいずれかで予定 

④次回運営委員会 ４月26日(金) 10：00～ 東京労働会館４階自治労連会議室 

(６)東京高齢期運動連絡会  

①東京高齢期運動連絡会 第21回常幹、3月25日（月） 
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総会振り返り、参加30団体54人（昨年42人） 

東京のつどい 11月20日（水）杉並公会堂 

日本高齢者大会 9月25・26日 福島・磐梯熱海 

②次回常幹 5月20日（月）14：00～東部区民事務所 

  

４、会計報告   

省略 

 

３、第49回総会の総括 

（１）総会参加状況  

第４９回（2019年03月24日）合計１１７人（26地域064、21団体46、その他７） 

第４８回（2018年03月25日）合計１３０人（30地域066、25団体52、その他12） 

第４７回（2017年03月30日）合計１５９人（36地域087、26団体64、その他８） 

第４６回（2016年03月20日）合計１５５人（34地域098、22団体50、その他７） 

第４５回（2015年03月01日）合計１４５人（35地域087、21団体50、その他８） 

第４４回（2014年03月06日）合計１６８人（38地域100、24団体52、その他16） 

第４３回（2013年01月31日）合計１６２人（37地域100、21団体53、その他９） 

第４２回（2011年12月12日）合計１１５人（33地域072、22団体37、その他４） 

第４１回（2010年12月02日）合計１０９人（29地域067、22団体38、その他４） 

第４０回（2009年11月26日）合計 ９４人（26地域048、20団体42、その他４） 

第３９回（2008年11月13日）合計 ８５人（24地域047、16団体33、その他５） 

（２）当日の運営  

総会は、須田昭夫会長が、「社保協は、医療・福祉に関係する諸団体と市民団体・学

者・知識人などの個人と地域などが力を合わせて、国民の基本的人権を実現する運動の核

となることをめざしています。あわせて、私たちは基本的人権の一部として『健康権』を

持っていることを自覚して、その実現をめざしていこうではありませんか」と開会あいさ

つを行いました。 

来賓として、中央社保協の山口一秀事務局長が、中央社保協全国代表者会議の報告を含

め情勢報告を行い、大山とも子都議会議員が国保問題にふれて都議会報告を行いました。

総会記念講演として、芝田英昭立教大学教授が「自治体戦略2040構想と社会保障改革、そ

の財源」と題して講演されました。 

講演では、2017年10月から開催されている「自治体戦略2040構想研究会」の第１次、第

２次報告に基づき、人口減少と高齢化、団塊ジュニアの高齢化など、高齢者（65歳以上）

人口が最大となる2040年頃の自治体が抱える行政問題を整理した上で、その狙いについて

丁寧に話されました。社会保障改革問題では、全世代型社会保障への転換の真の狙いは消
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費税増税にあり、消費税収を社会保障財源にすべきではないと強調されました。 

午後から、寺川慎二事務局長が48期活動総括案と49期方針案を提案し、芝宮忠美副会長

（年金者組合）が「毎月勤労統計調査」不正問題について特別報告を行い、あわせて、決

算報告と会計監査報告、49期予算案が提案されました。 

討論では、首都圏建設アスベスト原告、東京歯科保険医協会、都立病院の充実を求める

連絡会、都教組、年金者組合から、活動報告と署名の訴えが行われ、東京医労連、福祉保

育労、新婦人、障都連、都生連、東京母親大会連絡会からこの間の取り組み報告と訴えが

行われました。 

地域からは、西多摩社保協があきるの市における国保子ども均等割減免制度の実現につ

いて報告が行われ、葛飾社保協・練馬社保協からも、この間の国保料引き下げの取り組み

などについて報告され、12団体・３地域が討論に参加しました。 

討論を受け、総括・方針案、決算・会計監査報告、予算案を全体の拍手で確認し、新年

度役員についても提案・紹介が行われ、全体で確認されました。 

これを受け、須田昭夫新会長が役員を代表してあいさつを行い、窪田光事務局次長が、

「職場地域からの草の根運動で、いのち・くらしを大切にする東京を」の第49回総会アピ

ールを提案し全体で確認しました。最後に、石村英明副会長が閉会あいさつを行いまし

た。 

（３）総会で集約した各署名  

都立病院112筆、都教組129筆、子ども歯科153筆、25条94+22（ハガキ）筆、憲法22（ハガ

キ）筆、アスベスト 首相122筆・最高裁122筆 

（４）感想など出してください  

討論では地域社保協からの発言が減ってきているので、地域からの発言を組織する必

要がある 

（５） 2019年度（第 49期）会長の派遣任務、常駐事務局の主な任務分担  

◎須田会長：第13回東京自治研究集会副実行委員長、生存権裁判を支える東京連絡会代表

委員 

◎寺川事務局長：中央社保協代表委員・社会保障誌発行責任者、中央社保協組織・財政検

討委員会責任者、生存権裁判を支える東京連絡会事務局長、都民連世話人、2020オリン

ピック・パラリンピックを考える都民の会運営委員、都民要求大行動実行委員会事務

局、第13回東京自治研究集会基調報告起草委員、私たちが求める医療介護を実現する東

京実行委員会、機関運営全般、会計処理等 

◎相川事務局次長→窪田事務局次長に交代（交代時期は要相談） 

中央社保協運営委員・介護部会、介護をよくする東京の会事務局、東京高齢期運動連絡

会常任幹事、消費税廃止各界連事務局、社保協ニュース編集、組織管理（団体名簿管

理、常幹出欠管理等）、ＴＥＬ・ＦＡＸの管理、郵便物の管理等 
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４、協議事項 

※以下の提案を受け、討議を経て承認しました。 

１、情勢の特徴 

（１） 2017年度の国保料（税）滞納差押が 34万 9千件に  

国民健康保険料・税の滞納世帯への財産差し押さえ

が、2017年度は34万９千件にのぼったことが4月13日ま

でに厚生労働省の調べで分かりました。そもそも国保料

が高すぎるから支払えないのに、2005年に国が自治体に

取り立て強化を指示して以降、３倍に激増しています。 

国保加入者は、2017年度末時点で2870万人で、加入者

の貧困化で１世帯あたりの所得は年109万4千円（2017年度、課税標準額）しかないのに国

保料は高騰し続けています。 

「短期保険証」の交付数は75万3千世帯（2018年６月現在）、「資格証」の交付数は17万1

千世帯（同）で合計92万4千世帯です。 

生活困窮の滞納者をさらなる貧困に突き落とす強権的差し押さえや保険証取り上げはや

めるべきです。全国知事会が求めた１兆円の公費投入による高すぎる国保料の大幅値下げ

こそが必要です。 

（２）「安保法廃止法案」を５野党が共同で提出  

４月22日、立憲民主、国民民主、共産、自由、社民の野党５党は、安全保障関連法を廃

止するための法案を参院に共同提出しました。夏の参院選に向け、安倍政権への対立軸と

して違憲との批判が根強い安保法制の廃止を掲げ、野党共闘の基本政策の柱となります。 

安保法の廃止法案は、2016年２月に当時の民主、共産、維新、社民、生活の野党５党が

衆院に共同提出しましたが、審議されないまま2017年９月の衆院解散で廃案となりまし

た。今回は再提出で、関連法を安保法制定前の状態に戻す内容です。 

（３） 2019年度都予算が成立  

3月28日、都議会第1回定例会最終本会議で、2019年度一般会計当初予算案や児童虐待防

止条例など89議案を可決して、閉会しました。 

予算案は、自民党、共産党、「維新・新しい・無所属の会」、自由を守る会の反対（計44

票）、都民ファ、公明党、立憲民主・民主クラブ、東京みらい、生活者ネットの賛成（計

81票）で可決しました。 

今回の定例会では、小池知事が示した築地市場跡地の再開発計画が争点となり、知事の

「築地は守る」「市場機能を確保」の公約違反が浮き彫りになりました。 

議会運営を巡っては、議会開会日から空転し施政方針表明が深夜にずれ込む、3月14日

の予算特別委員会が一部会派だけで開かれるなど、知事与党の都民ファと公明党が、議会

運営の民主的ルールを多数の力で踏みにじられました。 
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2019年度一般会計予算案は過去最大となりました。前年度比4,150億円、5.9％増の７兆

4610億円で、これまで最大であった1992年度（平成４年度）予算を2,300億円弱上回る過

去最大の予算規模となっています。過去最大の予算規模に増加した主な要因は、過去最高

水準に匹敵する都税収入の増加とともに、3つのシティ実現に向けた基金の活用として繰

入金を1,466億円、32.5％増もの大幅な増額を行っていることにあります。 

 このもとで一般歳出については5兆5979億円となり､昨年度を4,157億円・8％増となりま

した。とりわけ投資的経費は1兆3269億円で2,148億円・19.3％増となりました。一方経常

経費は4兆2909億円で2,009億円・4.9％増にとどまりました。 

日本共産党都議団は、国保の子ども国保料（税）（均等割）を減免する「子どもの属す

る世帯に係る国民健康保険料又は国民健康保険税の補助に関する条例」案を提出しました

が、３月20日の厚生委員会で、都民ファ、公明党、自民党の反対多数で否決されました。 

（４） 2019年度予算が成立  

2,019年度予算が３月27日、参院本会議で自民、公明など

の賛成多数で可決成立しました。共産党、立憲民主、国民民

主などは反対しました。10月の消費税10％増税を前提とし、

米国製兵器の“爆買い”によって、暮らしと平和を壊す「亡

国予算」です。 

一般会計総額が101兆4571億円と過去最大なりました。社

会保障費の自然増分など、国民の命と暮らしに関わる予算を

削減しながら、軍事費は５年連続で過去最高を更新していま

す。 

（ 5）自民党厚労部会「新時代の社会保障改革ビ

ジョン」を了承  

自民党厚生労働部会（小泉進次郎部会長）は4月18日、「全世代型社会保障改革ビジョン

検討プロジェクトチーム」（鴨下一郎座長）の取りまとめ「新時代の社会保障改革ビジョ

ン」と、「厚生労働行政の効率化に関する国民起点PT」（田村憲久座長）の中間報告を了承

しました。今後、党の人生100年時代戦略本部に４月23日に報告、「骨太方針2019」に盛り

込む予定です。 

社会保障改革ビジョンでは、従来の社会保障改革について「増加し続ける社会保障給付

に対応するための給付削減や負担拡大の議論になりがちであった。そして、こうした議論

自体が、国民の閉塞感を生む原因になってきた」と指摘していますが、「給付削減（第1の

道）か、負担拡大（第２の道）かという発想とともに、社会保障改革の『第３の道（リバ

ランス）』を進めるという発想が必要」としています。「リバランス」は、社会保障を「支

える側」と「支えられる側」のバランスを取るというものです。 

「全世代型社会保障制度を全ての世代が公平に支え合うため、今後は、年齢ではなく負

担能力（所得と資産）によって負担割合を決める範囲を拡大すべきである」とし、在職老

齢年金の廃止や年金加入期間の延長の検討などを盛り込み、結局は給付削減と負担増の方
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向を打ち出しています。 

（６）財政審分科会「 75歳以上医療原則２割に」  

財政制度等審議会（財務相の諮問機関）は４月23日の財政制度分科会で社会保障「改

革」を議論し、安倍政権が参院選が終わるまで争点化を避けようとしている国民負担増・

給付減について、75歳以上の患者窓口負担の引き上げなど速やかな実施を迫っています。 

安倍政権は参院選をやり過ごした後に社会保障改悪を具体化する計画です。それに対

し、財務省は分科会で改めて①「小さなリスクは自助」でと少額受診者への追加負担や要

介護１、２の人の生活援助の保険給付外し、②「効率的な提供」と称した病床削減、「負

担の公平化」を口実に75歳以上の後期高齢者の患者窓口負担を原則２割化、介護保険の利

用者負担２割へ段階的引き上げなどの「改革案」を示しました。 

財界メンバーが名を連ねる委員からは、「優先順位として後期高齢者の負担引き上げを

早く実施すべきだ」「お年寄りにもう少し頑張ってもらえないか」「負担増は社会貢献の意

味もある」などの発言が報道されています。 

財務省は、60歳から70歳の間で自由に選べる公的年金の受給開始年齢について、70歳以

降から受け取れるようにする見直しも提起。安倍政権が議論を先行させている高齢者の雇

用拡大と合わせ、社会保障費の抑制ありきで「生活費は自分で賄え」というものです。 

 

２、当面の重点課題 

（１）２０１９年新２５条署名  

３月14日は、東京21人（内土建17人）、中央８人の29人が参加して、ＪＲ巣鴨駅前で、

12時から１時まで宣伝を行い、署名70筆（25条署名、消費税増税中止）、ティッシュ2,600

個を配布しました。 

東京社保協・中央社保協の共同での「４の日宣伝」は、2017年２月からスタートし、２

月まで23回、延べ846人、2,111筆の署名、67件の介護相談・年金相談、約85,500個のハガ

キ付ティッシュを配布しています。 

①地域社保協にプラスターの活用を（再掲） 

宣伝行動を成功させるためにブラスター３種類を地域社保協に送付しました。裏張りを

して宣伝行動で活用してください。地域社保協は無料です。追加の頒布料は、3枚セット

で千円です。 

②以降の「4の日」宣伝予定（2019年内までの予定） 

①ＪＲ巣鴨駅前宣伝（12：00～13：00） 

５月14日(火)、６月14日(金)、11月14日(木) 

※８月は猛暑が予想されますので、時間帯をずらすなど検討します。 

②地蔵通り商店街入り口宣伝（11：00～13：00） 

９月14日(土)、10月14日（月・祝）、12月14日(土) 

※７月14日は日曜日のため、ロングラン宣伝を予定していましたが、参議院選挙中のた
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め中止します。 

③各地域社保協では独自・共同の宣伝（再掲） 

９の日宣伝や消費税宣伝の時に合同で計画してください。 

④「国民負担増をストップし、国の責任で社会保障制度の拡充を求める請願」署名（新25

条署名）都内各地で 

① 東京社保協、東京土建、東京地評、東京民医連の連名で、Ａ４版署名用紙18万1500

部、署名ハガキ付チラシ（受取人払い）18万部の合計36万1500部を作成しました。今年

は、中央段階で新たな署名を作りませんので、地域社保協・加盟団体もこの署名用紙を

活用してください。 

② 目標を30万筆として全ての地域社保協、都団体が、まず役員・構成員で署名し、基礎

的な数を集約しましょう。 

③ 引き続き中央社保協と共同して「4の日」宣伝として毎月14日に巣鴨駅（ロングラン

宣伝は地蔵通り商店街入口）での宣伝に取り組みます。9の日宣伝や消費税宣伝などと

連携して宣伝を行いましょう 

④ 節の設定 

第１節 ４月のいっせい地方選までを第１節とし、社会保障制度の課題を選挙の争

点に押し上げ、候補者の公約に盛り込ませる。 

   第２節 通常国会終了（６月26日）まで、参議院選挙は７月４日公示、21日投票が

最も有力とされています。地方選を挟んで国政においても社会保障制度問

題を選挙の争点に押し上げましょう。 

   最終節 来年通常国会冒頭に署名提出行動を計画しますので、年内いっぱい集約し

ます。 

⑤ 集まった署名は、上記のようにこの署名は東京独自の署名です、東京社保協に集中し

てください。５月22日に提出しますので、５月17日までに社保協に届けてください。 

（２）国保改善に向けて  

①大幅負担増の2019年度国保料(税)率  資料：38～48 

2019年度国保料(税)率について、各自治体ＨＰから調べて一覧にしました。一部自治体

で公表されていません。５月連休後に東京都福祉保健局が一覧を発表しますので、確定値

は５月中旬以降になります。 

40代夫婦、給与収入400万円、子ども2人の4人世帯で試算した場合、2018年度と比較し

て、引き下げは千代田区、小金井市の2市区、据え置きは、武蔵野市、三鷹市、青梅市、

昭島市、調布市、小平市、東村山市、国立市、福生市、狛江市、東久留米市、稲城市、羽

村市、西東京市、三宅村の15市村です。 

23区は、千代田区以外はすべて引き上げで、江戸川区は51万7千円を超えて、所得比

19.44％にもなります。他の21区でも49万円台から50万円台となっています。値上げ幅が

大きいのが八王子市の25,650円、日野市の24,180円です。 

子ども国保料（税）は、引き下げが千代田区、小金井市、武蔵村山市、多摩市、羽村
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市、あきる野市の６区市、据え置きが中野区、武蔵野市、三鷹市、青梅市、昭島市、調布

市、小平市、東村山市、国分寺市、国立市、福生市、狛江市、清瀬市の13区市で合計19区

市でした。これは、社保協をはじめとした「子どもから国保料（税）を取るな」の運動、

交渉の一定の成果を反映したものといえます。 

しかし、23区（千代田・中野・江戸川を除く）は、2018年度より1,200円増の52,200

円、江戸川区は53,100円とさらなる負担増です。 

②各地域で署名、要請行動を強めましょう（再掲） 

各地域では議会請願、要請行動、議員レクチャなどに取り組むと同時に高くなった国保

料（税）の支払いが始まりました。国保相談会やアンケート活動などを行い、世論喚起、

国保法77条に基づく引き下げの運動、不服審査請求などに取り組みましょう。 

③国保問題でのぼりを作りました  

各地域３枚１セットで送付済みです。各地域では、社保宣伝、なんでも相談会会場など

で掲げて、国保問題の関心を高め、いっせい地方選挙の争点に押し上げると同時に来年度

の国保料(税)引き上げを阻止するために網の目の宣伝を行いましょう。 

区市町村議会に請願・陳情を行い、一般会計繰入れの縮小阻止、子どもの国保料(税)削

減・廃止に向けた運動を広げます。 

（ 3）消費税１０％増税阻止の取り組み   

安倍内閣が今年10月実施をねらう消費税10％の中止を求める「10月消費税10％ストッ

プ！ネットワーク」（略称、10％ストップ！ネット）が結成されました。幅広い政党、団

体・個人に「10月の増税中止」の一点で共闘を呼びかけています。 

①ネットワークが提起する消費税10％増税反対署名に共同し、10月までの取り組みを強め

ます。 

②ネットワークの宣伝行動等に共同し、結集します。 

③地域で提起される共同の宣伝行動等に共同し、結集します。 

④中央社保協では「消費税10％中止」ならびに「消費税は更なる負担増」「社会保障の財

源問題」等をテーマにしたチラシ(データ)ならびに宣伝物の作成を検討し、活用を呼び掛

けます。 

（ 4）安倍９条改憲阻止に向けて  

3000万署名の到達は、２月15日集約で、東京共同センター系は1,850,811筆（東京地評

は目標100万筆、到達872,720筆）の到達です。憲法共同センターは改憲発議を阻止するた

めに3000万筆を集めきるまで運動を継続します。 

社保協では、東京地評の取り組みに呼応して継続します。社保協・地評・土建の連名で

作成したハガキ署名（受取人払い）は地域労組（労連や労協など）、土建各支部、民医連

法人でも扱っています。地域で相談し共同の行動を計画してください。 
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（ 5）198通常国会の取り組み  

開会日 1月28日(月)    閉会日 6月26日(水) 

【国会行動】  

定例国会行動（中央社保協、国民大運動実委、安保破棄中央実委）の予定 

 ５月15日、５月29日、６月５日、６月19日 

 ※いずれも水曜日、12時15分開会、衆議院第２議員会館前 

【署名提出行動・院内集会】 

日時 ５月22日(水)10：30～ 

会場 参議院議員会館講堂 

内容 資料：49 

主催 東京社保協・中央社保協 

（６）第５回滞納・差し押さえ処分ホットラインの実施  

 日時 ８月25日(日)10：00～18：00  

 場所 東京労働会館５階会議室 

 実行委員会は、東京社保協から呼びかけます。 

  フリーダイヤル 0120-110-458 

（７）第 48回東京社保学校の日程  

日時 11月10日(日) 10：00～ 

会場 けんせつプラザ東京（東京土建本部会館） 

（８）東京社保協結成 50周年事業  

①４～５人程度で50周年事業のためのプロジェクトチームを結成して準備をすすめます。 

②記念品は、名入りボールペンを作りました。 

 

３、要請事項、その他 

（１）東京社保協常任幹事会日程  

第２回 ５月23日(木)13：30～ 労働会館５階地評会議室 

第３回 ６月27日(木)13：30～ 労働会館５階地評会議室 

第４回 ７月25日(木)13：30～ 労働会館５階地評会議室 

第５回 ８月22日(木)13：30～ 労働会館５階地評会議室 

第６回 ９月26日(木)13：30～ 会場未定 

（２）加盟団体・友諠団体の学習会、総会あいさつなど  

①４月28日(日)13：00～ 障都連第46回総会…相川 

②５月18日(土)13：30～ 清瀬社保協第23回総会・学習会…寺川 
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③５月18日(土)13：30～ 神奈川県社保協総会…メッセージ 

④10月26日(土)14：00～ 日野・市民自治研究会…寺川 

（３）当面の日程（現在決まっている日程・予定含む、都合で変更もあ

ります）  

４月 

２６日(金)10：00～ オリパラ都民の会第58回運営員会 

15：00～ 介護をよくする東京の会第２回事務局会議 

２８日(日)13：00～ 障都連第46回総会 

５月 

 １日(水)09：30～ 第90回三多摩メーデー 

10：00～ 第90回中央メーデー 

 ３日(金)11：00～ 5.3憲法集会 

 ８日(水)10：30～ 中央社保協国保部会 

13：30～ 中央社保協第９回運営委員会 

１４日(火)10：00～ 消費税廃止東京各界連絡会事務局会議 

11：00～ 巣鴨駅前介護宣伝 

12：00～ 巣鴨駅前「４の日」宣伝 

１５日(水)12：15～ 定例国会行動 

     13：30～ 新生存権裁判東京地裁前宣伝行動 

     14：30～ 新生存権裁判東京第３回期日・傍聴 

     16：30～ 新生存権裁判東京報告集会 

１７日(金)17：00～ 消費税10％ストップネット渋谷駅前宣伝 

１８日(土)13：30～ 清瀬社保協総会・学習会 

２０日(月)14：00～ 東京高齢期運動連絡会常任幹事会 

２２日(水)11：00～ 社保協国会行動 

２３日(木)13：30～ 東京社保協第49期第２回常任幹事会 

２４日(木)13：00～ 消費税10％ストップネット全国集会 

２９日(水)12：15～ 定例国会行動 

３１日(金)15：00～ 社会保障誌編集委員会 

６月 

 ２日(日)14：00～ 滞納・差押対策処分全国会議総会及び滞納シンポ 

 ３日(月)10：00～ 茨城県滞納整理機構申し入れ 

 ４日(火)12：15～ 都議会第２回定例会開会日行動（予定） 

５日(水)10：30～ 中央社保協介護・障害者部会 

13：30～ 中央社保協第10回運営委員会 

  ８日～９日（土～日） いのちの砦裁判全国アクション第２回原告交流合宿 

１１日(火)15：00～ 社会保障誌編集委員会 

１２日(水)11：00～ 消費税10％ストップネット署名提出行動 
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     12：15～ 定例国会行動 

１４日(金)12：00～ 巣鴨駅前「４の日」宣伝 

２７日(木)13：30～ 東京社保協第49期第３回常任幹事会 

７月  

 ３日(水)13：00～ 中央社保協第11回運営委員会 

 ４日(木)     参議院選挙公示日（予測・有力） 

１４日(日)11：00～ 地蔵通り商店街入り口「４の日」宣伝（選挙で中止の可能性有） 

２１日(日)     参議院選挙投票日（予測・有力） 

２５日(木)13：30～ 東京社保協第49期第４回常任幹事会 

８月 

 ３日(土)     中央社保協第63回全国総会 

１４日(水)12：00～ 巣鴨駅前「４の日」宣伝 

２２日(木)13：30～ 東京社保協第49期第５回常任幹事会 

２４日～２５日（土～日） 第65回日本母親大会 

２５日(日)10：00～ 第５回滞納・差し押さえ処分ホットライン 

２９日～３１日（木～土）第47回中央社保学校 

９月 

 ３日(火)12：15～ 都議会第３回定例会開会日行動（予定） 

４日(水)13：00～ 中央社保協第１回運営委員会 

    13：30～ 新生存権裁判東京地裁前行動 

    14：30～ 新生存権裁判東京第４回期日 

    16：00～ 新生存権裁判東京報告集会 

１４日(土)11：00～ 地蔵通り商店街入口「４の日」宣伝 

２５日～２６日（水～木） 第33回日本高齢者大会in福島 

２６日(木)13：30～ 東京社保協第49回第５回常任幹事会 

１０月 

 ２日(水)13：00～ 中央社保協第２回運営委員会 

１４日(祝)11：00～ 地蔵通り商店街入口「４の日」宣伝 

２４日(木)13：30～ 東京社保協第49期第６回常任幹事会 

２６日(土)14：00～ 日野市民自治研究集会 

１１月 

６日(水)13：00～ 中央社保協第３回運営委員会 

 １０日(日)10：00～ 第48回東京社保学校 

           2019年介護全国学習交流集会 

 １１日(月)10：00～ 介護・認知症なんでも無料電話相談 

１４日(木)12：00～ 巣鴨駅前「４の日」宣伝 

２０日(水)     第30回ゆたかな高齢期をめざす東京のつどい 

２８日(木)13：30～ 東京社保協第49期第７回常任幹事会 

１２月 



20190425第１回常任幹事会 

- 14 - 

 

 ４日(水)13：00～ 中央社保協第４回運営委員会 

１４日(土)11：00～ 地蔵通り商店街入口「４の日」宣伝 

１５日(日)     東京母親大会 

２６日(木)13：30～ 東京社保協第49期第８回常任幹事会 
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